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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平24情使、第334号）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平24情複、第335号）

青森県津軽沿岸における津波浸水予測図（深浦町 1/8） 

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）H24 青森県日本海側想定地震津波  

　：（ｂ）F20 （大すべり中央） 
　：（ｃ）F20 （大すべり隣接 LRLR） 
　：（ｄ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
 ：（ｅ）日本海溝モデルケース①

　：（ｆ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位   ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　　  ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　　　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平24情使、第334号）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平24情複、第335号）
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　 　：（ａ）F20 （大すべり中央）

　：（ｂ）F20 （大すべり隣接 LRLR） 
　：（ｃ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　：（ｄ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　：（ｅ）日本海溝モデルケース①
　：（ｆ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
    が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位   ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域   ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　  ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

    から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
    る水位変化）の変化が生じるまでの時間
    （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　　　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（

平
成
２

３

年
法
律
第
１
２
３

号
）
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り

を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
悪
条
件
下
に
お
い

て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水
域
）
と
水
深
（
浸
水
深

）
を
表

し

た
も
の
で
す

。
■

最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
は
、
現
在
の
科
学
的
知
見
を
基
に
、
過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後

発
生
が
想
定
さ
れ
る
津
波
か
ら
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、

こ

れ
よ
り
も
大
き
な

津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹
凸
や
建
築
物
の
影
響
の

ほ
か
、

地

震
に
よ
る
地
盤
変

動
や
構
造
物
の
変
状
等
に
関
す
る
計
算
条
件
と
の

差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で

も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、
浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き

く
な
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
避
難
を
中
心
と
し
た

津
波
防

災
対
策
を
進
め
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波
に
よ
る
災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
津
波
の
第
一
波
で
は
な
く
、
第
二
波
以
降
に

最
大
と

な

る
場
所
も
あ
り
ま

す
。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河
川
内
や
湖
沼
内
の
水
位

変
化
を

図

示
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ
り
、
実
際
に
は
水
位
が

変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想

定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど
、
条
件
が
異
な
る
場
合

に
は
、

こ

こ
で
表
し
た
時
間

よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
代
表
地
点
の
津
波

の
影
響
開
始
時
間
（
注
１
）
、
第
一
波
到
達
時
間

（
注
２
）

、

最
大
波
到
達
時
間

（
注
３
）
を
表
示
し
て
い
ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精

査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ
り
、
修
正
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

。
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る
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８
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津

波

防
災
地
域
づ
く
り
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す
る
た
め
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基
礎

と
な
る
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で
す

。
■

「
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波
浸
水
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定
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津

波
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れ
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水

域
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）
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表
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。
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ラ
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津

波
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科
学
的
知
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基

に
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過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後

発
生
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さ
れ
る
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波

か
ら
設

定
し
た
も
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で
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り
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よ
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な
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波
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す
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。
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築
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に
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浸
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、
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っ
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す
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。
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波
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、
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波
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災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
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も
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。
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。

■
今
後
、
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値
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精
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記
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、
修
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の
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能
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が

あ
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ま
す

。
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青森県津軽沿岸における津波浸水予測図（深浦町 5/8） 

※
令
和
三
年
三
月
　
青
森
県

20m以上

10m以上20m未満

5m以上10m未満

3m以上5m未満

1m以上3m未満

0.5m以上1m未満

0.3m以上0.5m未満

0.3m未満

浸水深(m)

µ

14分(d)

お い ら せ

追良瀬

7分(a,b,c,d,g)

10分(a)

14分(d)

とどろき

轟木

7分(a,b,c,d)

10分(a)

13分(d)

ひ ろ と

広戸

7分(a,b,c,g)

10分(a,b,c)

〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F20 （大すべり中央）

　　：（ｂ）F20 （大すべり左側） 
　　：（ｃ）F20 （大すべり隣接 LLRR）
　　：（ｄ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　　：（ｅ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　　：（ｆ）日本海溝モデルケース①
　　：（ｇ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位    ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　   ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　 　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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※
こ

の
地

図
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
国

土
地

理
院

長
の

承
認

を
得

て
、

同
院

発
行

の
基

盤
地

図
情

報
を

使
用

し
た

。
（
承

認
番

号
　

平
24

情
使

、
第

3
3
4号

）

こ
の

地
図

は
、

国
土

地
理

院
長

の
承

認
を

得
て

、
同

院
発

行
の

数
値

地
図

20
0
00

0
（地

図
画

像
）及

び
数

値
地

図
2
5
0
00

（地
図

画
像

）を
複

製
し

た
も

の
で

あ
る

。
（
承

認
番

号
　

平
24

情
複

、
第

3
3
5号

）

青
森

県
津

軽
沿

岸
に

お
け

る
津

波
浸

水
予

測
図

（
深

浦
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※ 令 和 三 年 三 月 　 青 森 県
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m
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m
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分
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とど
ろ
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1
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(a
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第
一

波
が

最
大

か
そ

せ

風
合

瀬

8分
(a

,b
,c

,d
,e

,g
)

11
分

(c
)

〔
留
意
事
項

〕

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（

平
成
２

３

年
法
律
第
１
２
３

号
）
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り

を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
悪
条
件
下
に
お
い

て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水
域
）
と
水
深
（
浸
水
深

）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
は
、
現
在
の
科
学
的
知
見
を
基
に
、
過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後

発
生
が
想
定
さ
れ
る
津
波
か
ら
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、

こ

れ
よ
り
も
大
き
な

津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹
凸
や
建
築
物
の
影
響
の

ほ
か
、

地
震
に
よ
る
地
盤
変

動
や
構
造
物
の
変
状
等
に
関
す
る
計
算
条
件
と
の

差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で

も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、
浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き

く
な
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
避
難
を
中
心
と
し
た

津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波
に
よ
る
災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
津
波
の
第
一
波
で
は
な
く
、
第
二
波
以
降
に

最
大
と

な

る
場
所
も
あ
り
ま

す
。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河
川
内
や
湖
沼
内
の
水
位

変
化
を

図
示
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ
り
、
実
際
に
は
水
位
が

変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想

定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど
、
条
件
が
異
な
る
場
合

に
は
、

こ

こ
で
表
し
た
時
間

よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
代
表
地
点
の
津
波

の
影
響
開
始
時
間
（
注
１
）
、
第
一
波
到
達
時
間

（
注
２
）

、

最
大
波
到
達
時
間

（
注
３
）
を
表
示
し
て
い
ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精

査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ
り
、
修
正
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

。

〔
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の

条
件
〕

 （
１

）
想

定
津

波
　
　
　

：
（
ａ

）
F
2
0
 （

大
す
べ
り

中
央

）
　

：
（
ｂ

）
F
2
0
 （

大
す
べ
り

左
側

）
 

　
：
（
ｃ

）
F
2
0
 （

大
す
べ
り

隣
接

 L
L
R
R）

　
：
（
ｄ

）
F
2
4
 （

大
す
べ
り

隣
接

 L
L
L
R）

　
：
（
ｅ

）
H
2
4
 青

森
県
日
本

海
側

想
定
地
震

津
波

　
：
（
ｆ

）
日
本
海

溝
モ
デ
ル

ケ
ー

ス
①

　
：
（
ｇ

）
日
本
海

溝
モ
デ
ル

ケ
ー

ス
②

 （
２

）
構

造
物

条
件
　
　

：
河
川

堤
防
、
海

岸
堤
防
、

防
潮

堤
、
水
門

、
防
波

堤
な
ど
の

施
設
を

津
波

 
 
 が

越
流
す
る

と
同

時
に

、
施
設
の

機
能

が
失
わ
れ

る
と
想

定
 （

３
）
潮

位
  

 
：
朔
望

平
均
満

潮
位

※
浸
水

域
、
浸
水

深
、
津

波
の
水
位

（
図
１

）
津
波

の
水
位
 
 ：

海
岸

線
に
お
け

る
津
波

の
最

大
高

さ
（
標
高

）
 
 浸

水
域
 
 
 
 
 ：

海
岸

線
か
ら
陸

域
に
津

波
が

遡
上

し
た
外
縁

ま
で

の
範
囲

 
 浸

水
深
　
　

 ：
陸
上

の
各
地
点

で
水
面

が
最

も
高

い
位
置
に

来
た

と
き
の
地

表
か
ら

水
面

ま
で

の
高
さ

※
注
１

　
津
波
影

響
開
始

時
間
（
図

２
）

 
 津

波
影
響
開
始

時
間
　

　
：
海
域

を
伝
播

し
て

き
た

津
波
に
よ

り
、

代
表
地
点

に
お
い

て
初

期
水

位
 
 か

ら
±
2
0ｃ

ｍ
（

海
辺

に
い
る
人

々
の

人
命
に
影

響
が
出

る
恐

れ
の

あ
 
 る

水
位
変
化

）
の

変
化

が
生
じ
る

ま
で

の
時
間

 
 （

対
象
津
波

の
う

ち
、

最
も
早
い

も
の

を
記
載
）

※
注
２

　
第
一
波

到
達
時

間
（
図
２

）
 
 第

一
波
到
達
時

間
　

 
：
代
表

地
点
に

お
い

て
第

一
波
の
最

大
到

達
高
さ
が

生
じ
る

ま
で

の
時

間
※
注
３

　
最
大
波

到
達
時

間
（
図
２

）
　
最
大

波
到
達
時

間
　
　

　
：
代
表

地
点
に

お
い

て
津

波
の
最
大

到
達

高
さ
が
生

じ
る
ま

で
の

時
間
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※
こ

の
地

図
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
国

土
地

理
院

長
の

承
認

を
得

て
、

同
院

発
行

の
基

盤
地

図
情

報
を

使
用

し
た

。
（
承

認
番

号
　

平
24

情
使

、
第

3
3
4号

）

こ
の

地
図

は
、

国
土

地
理

院
長

の
承

認
を

得
て

、
同

院
発

行
の

数
値

地
図
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0
00

0
（地

図
画

像
）及

び
数

値
地

図
2
5
0
00

（地
図

画
像

）を
複

製
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る
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24
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）
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〔
留
意
事
項

〕

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
、
津
波
防
災
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
法
律
（

平
成
２

３

年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
８
条
第
１
項
に
基

づ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
が
悪
条
件
下
に
お
い

て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水

域
）
と
水
深
（
浸
水
深

）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、
現
在
の
科
学
的
知

見
を
基
に
、
過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
津
波

か
ら
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、

こ

れ
よ
り
も
大
き
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性

が
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹

凸
や
建
築
物
の
影
響
の

ほ
か
、

地
震
に
よ
る
地
盤
変
動
や
構
造
物
の
変
状
等
に

関
す
る
計
算
条
件
と
の

差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で
も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、

浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き

く
な
っ

た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は

、
避
難
を
中
心
と
し
た

津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波

に
よ
る
災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意

下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
津
波
の
第
一
波
で
は

な
く
、
第
二
波
以
降
に

最
大
と

な
る
場
所
も
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河

川
内
や
湖
沼
内
の
水
位

変
化
を

図
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ

り
、
実
際
に
は
水
位
が

変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想
定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど

、
条
件
が
異
な
る
場
合

に
は
、

こ

こ
で
表
し
た
時
間
よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
代
表
地
点
の
津
波
の
影
響
開
始
時
間
（
注
１

）
、
第
一
波
到
達
時
間

（
注
２
）

、

最
大
波
到
達
時
間
（
注
３
）
を
表
示
し
て
い

ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精
査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ

り
、
修
正
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

。
田
野

沢
、

北
金
ヶ
沢

で
は
 (

b
) 
(
c
) 
(
d)
 
(
e
) 
(f

) 
(
g)

 
(
h
) 
の

津
波
を

、
ま
た

関
、

柳
田

で
は

(a
)
(
d)
 (

e
)
 
(f
) 

(
g
)
 (
h
)の

津
波

を
対
象
に

、
津

波
浸
水
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て

い
ま
す

。

〔
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の

条
件
〕

 （
１

）
想

定
津

波
　
　
　

：
（

ａ
）
F
18
 （

大
す

べ
り

右
側

）
　

：
（

ｂ
）
F
20
 （

大
す

べ
り

中
央

）
 

　
：
（

ｃ
）
F
20
 （

大
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青森県津軽沿岸における津波浸水予測図（深浦町 8/8～鰺ヶ沢町1/3） 

※
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年
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F18 （大すべり右側）

　　：（ｂ）F20 （大すべり隣接 LLRR） 
　　：（ｃ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　　：（ｄ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　　：（ｅ）日本海溝モデルケース①
　　：（ｆ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位    ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　   ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　 　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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青森県津軽沿岸における津波浸水予測図（鰺ヶ沢町2/3） 
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F18 （大すべり右側）

　：（ｂ）F20 （大すべり隣接 LLRR） 
　：（ｃ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　：（ｄ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　：（ｅ）日本海溝モデルケース①
　：（ｆ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位   ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域  ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　  ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　　　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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青森県津軽沿岸における津波浸水予測図（鰺ヶ沢町 3/3～つがる市 1/8） 
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F18 （大すべり右側）

　　：（ｂ）F20 （大すべり隣接 LLRR）
　　：（ｃ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　　：（ｄ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　　：（ｅ）日本海溝モデルケース①
　　：（ｆ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位    ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　   ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　 　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
津
波

防
災
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
法
律
（

平
成
２

３

年
法
律
第
１
２
３

号
）
第
８
条

第
１
項
に
基

づ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り

を
実
施
す
る

た
め
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す

。
■

「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
最
大

ク
ラ
ス
の
津

波
が
悪
条
件
下
に
お
い

て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
浸
水
の

区
域
（
浸
水

域
）
と
水
深
（
浸
水
深

）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
は
、
現
在

の
科
学
的
知

見
を
基
に
、
過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後

発
生
が
想
定

さ
れ
る
津
波

か
ら
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、

こ

れ
よ
り
も
大
き
な

津
波
が
発
生

す
る
可
能
性

が
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
局
所
的

な
地
面
の
凹

凸
や
建
築
物
の
影
響
の

ほ
か
、

地

震
に
よ
る
地
盤
変

動
や
構
造
物

の
変
状
等
に

関
す
る
計
算
条
件
と
の

差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で

も
浸
水
が
発

生
し
た
り
、

浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き

く
な
っ

た

り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
の
浸
水
域

や
浸
水
深
は

、
避
難
を
中
心
と
し
た

津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た

め
の
も
の
で

あ
り
、
津
波

に
よ
る
災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
い
こ

と
に
ご
注
意

下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
津
波
の

第
一
波
で
は

な
く
、
第
二
波
以
降
に

最
大
と

な
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
で
は
、
津

波
に
よ
る
河

川
内
や
湖
沼
内
の
水
位

変
化
を

図

示
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
津
波
の

遡
上
等
に
よ

り
、
実
際
に
は
水
位
が

変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想

定
よ
り
陸
地

に
近
い
な
ど

、
条
件
が
異
な
る
場
合

に
は
、

こ

こ
で
表
し
た
時
間

よ
り
も
早
く

津
波
が
来
襲

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
代
表
地
点
の
津
波

の
影
響
開
始

時
間
（
注
１

）
、
第
一
波
到
達
時
間

（
注
２
）

、
最
大
波
到
達
時
間

（
注
３
）
を

表
示
し
て
い

ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精

査
や
表
記
の

改
善
等
に
よ

り
、
修
正
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

。
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じ
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発
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し
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で
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も
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、
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や
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発
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が
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遡
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に
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位
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よ
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に
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な
ど

、
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が
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場
合

に
は
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こ
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で
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よ
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可
能
性
が
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り
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す
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■
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間
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、
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達
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間
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到
達
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注
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■
今
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、
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の
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や
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の
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に
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、
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の
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ま
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地

図
情
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用

し
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。
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地
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図
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+
20
ｃ

ｍ

津
波

影
響
開
始

時
間

初
期

水
位

 
-
20
ｃ
ｍ

最
大
波
到

達
時
間
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〔
留
意
事
項

〕

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
、
津
波
防
災
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
２

３
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
８
条
第
１
項
に
基

づ
い
て
設
定
す
る
も
の
で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
が
悪
条
件
下
に
お
い
て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水

域
）
と
水
深
（
浸
水
深
）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、
現
在
の
科
学
的
知

見
を
基
に
、
過
去
に
実
際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
津
波

か
ら
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
よ
り
も
大
き
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性

が
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹

凸
や
建
築
物
の
影
響
の
ほ
か
、

地

震
に
よ
る
地
盤
変
動
や
構
造
物
の
変
状
等
に

関
す
る
計
算
条
件
と
の
差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で
も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、

浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ

た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は

、
避
難
を
中
心
と
し
た
津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波

に
よ
る
災
害
や
被
害
の
発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意

下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
津
波
の
第
一
波
で
は

な
く
、
第
二
波
以
降
に
最
大
と

な

る
場
所
も
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河

川
内
や
湖
沼
内
の
水
位
変
化
を

図

示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ

り
、
実
際
に
は
水
位
が
変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想
定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど

、
条
件
が
異
な
る
場
合
に
は
、

こ
こ
で
表
し
た
時
間
よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

。

■
代
表
地
点
の
津
波
の
影
響
開
始
時
間
（
注
１

）
、
第
一
波
到
達
時
間
（
注
２
）

、

最
大
波
到
達
時
間
（
注
３
）
を
表
示
し
て
い

ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精
査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ

り
、
修
正
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

。
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水
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ど

の
施

設
を
津
波
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越
流
す
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と
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に

、
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設
の

機
能
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わ
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と
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定
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線
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け
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線
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上
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ま
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の

各
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点

で
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変
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図
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〔
留
意
事
項

〕

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（

平
成
２

３

年
法
律
第
１
２
３

号
）
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り

を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
悪
条
件
下
に
お
い

て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水
域
）
と
水
深
（
浸
水
深

）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
は
、
現
在
の
科
学
的
知
見
を
基
に
、
過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後

発
生
が
想
定
さ
れ
る
津
波
か
ら
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、

こ

れ
よ
り
も
大
き
な

津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹
凸
や
建
築
物
の
影
響
の

ほ
か
、

地
震
に
よ
る
地
盤
変

動
や
構
造
物
の
変
状
等
に
関
す
る
計
算
条
件
と
の

差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で

も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、
浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き

く
な
っ

た

り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
避
難
を
中
心
と
し
た

津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波
に
よ
る
災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深

は
、
津
波
の
第
一
波
で
は
な
く
、
第
二
波
以
降
に

最
大
と

な
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。

■
「
津
波
浸
水
想
定

」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河
川
内
や
湖
沼
内
の
水
位

変
化
を

図
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ま
せ
ん

が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ
り
、
実
際
に
は
水
位
が

変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想

定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど
、
条
件
が
異
な
る
場
合

に
は
、

こ

こ
で
表
し
た
時
間

よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
代
表
地
点
の
津
波

の
影
響
開
始
時
間
（
注
１
）
、
第
一
波
到
達
時
間

（
注
２
）

、

最
大
波
到
達
時
間

（
注
３
）
を
表
示
し
て
い
ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精

査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ
り
、
修
正
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

。

〔
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ュ
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件
〕

 （
１

）
想

定
津

波
　
　
　

：
（
ａ

）
F
1
8
 （

大
す
べ
り

右
側
）

　
：
（
ｂ

）
F
2
0
 （

大
す
べ
り

隣
接
 L

LR
R）

　
：
（
ｃ

）
F
2
4
 （

大
す
べ
り

隣
接
 L

LL
R）

　
：
（
ｄ

）
H
2
4
 青

森
県
日
本

海
側
想

定
地
震

津
波

　
：
（
ｅ

）
日
本
海

溝
モ
デ
ル

ケ
ー
ス

①
　

：
（
ｆ

）
日
本
海

溝
モ
デ
ル

ケ
ー
ス

②
 （

２
）
構

造
物

条
件
　
　

：
河
川

堤
防
、
海

岸
堤
防
、

防
潮
堤

、
水
門

、
防
波

堤
な
ど
の

施
設
を

津
波

 
 
 が

越
流
す
る

と
同

時
に

、
施
設
の

機
能
が

失
わ
れ

る
と
想

定
 （

３
）
潮

位
  

 
：
朔
望

平
均
満

潮
位

※
浸
水

域
、
浸
水

深
、
津

波
の
水
位

（
図
１

）
津
波

の
水
位
 
 ：

海
岸

線
に
お
け

る
津
波

の
最

大
高

さ
（
標
高

）
 
 浸

水
域
 
 
 
 
 ：

海
岸

線
か
ら
陸

域
に
津

波
が

遡
上

し
た
外
縁

ま
で
の

範
囲

 
 浸

水
深
　
　

 ：
陸
上

の
各
地
点

で
水
面

が
最

も
高

い
位
置
に

来
た
と

き
の
地

表
か
ら

水
面

ま
で

の
高
さ

※
注
１

　
津
波
影

響
開
始

時
間
（
図

２
）

 
 津

波
影
響
開
始

時
間
　

　
：
海
域

を
伝
播

し
て

き
た

津
波
に
よ

り
、
代

表
地
点

に
お
い

て
初

期
水

位
 
 か

ら
±
2
0ｃ

ｍ
（

海
辺

に
い
る
人

々
の
人

命
に
影

響
が
出

る
恐

れ
の

あ
 
 る

水
位
変
化

）
の

変
化

が
生
じ
る

ま
で
の

時
間

 
 （

対
象
津
波

の
う

ち
、

最
も
早
い

も
の
を

記
載
）

※
注
２

　
第
一
波

到
達
時

間
（
図
２

）
 
 第

一
波
到
達
時

間
　

 
：
代
表

地
点
に

お
い

て
第

一
波
の
最

大
到
達

高
さ
が

生
じ
る

ま
で

の
時

間
※
注
３

　
最
大
波

到
達
時

間
（
図
２

）
　
最
大

波
到
達
時

間
　
　

　
：
代
表

地
点
に

お
い

て
津

波
の
最
大

到
達
高

さ
が
生

じ
る
ま

で
の

時
間



0
49

0
98

0
24

5
[m

]
1:

25
00

0

津
波

の
到

達
時

間
 

予
測

代
表

地
点

 

地
名

 

津
波

影
響

開
始
時
間

 

第
一

波
到

達
時

間
 

最
大

波
到

達
時

間
 

※
こ

の
地

図
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
国

土
地

理
院

長
の

承
認

を
得

て
、

同
院

発
行

の
基

盤
地

図
情

報
を

使
用

し
た

。
（
承

認
番

号
　

平
2
4情

使
、

第
3
3
4号

）

こ
の

地
図

は
、

国
土

地
理

院
長

の
承

認
を

得
て

、
同

院
発

行
の

数
値

地
図

20
0
00

0
（地

図
画

像
）及

び
数

値
地

図
2
5
00

0
（地

図
画

像
）を

複
製

し
た

も
の

で
あ

る
。

（
承

認
番

号
　

平
24

情
複

、
第

3
3
5号

）

青
森

県
津

軽
沿
岸

に
お

け
る

津
波

浸
水

予
測

図
（

つ
が

る
市

 
6
/
8
～

五
所

川
原

市
 
2
/
6
～

中
泊

町
 
3
/1

0
）

※ 令 和 三 年 三 月 　 青 森 県

2
0
m

以
上

1
0
m

以
上

2
0
m

未
満

5
m

以
上

10
m

未
満

3
m

以
上

5m
未

満

1
m

以
上

3m
未

満

0
.5

m
以

上
1m

未
満

0
.3

m
以

上
0.

5
m

未
満

0
.3

m
未

満

浸
水

深
(
m
)

µ

第
一

波
が

最
大

し
ゃ

り
き

ぎ
ょ
こ

う

車
力

漁
港

1
6分

(a
)

1
8分

(a
)

五
所

川
原

市

つが
る市

五 所 川 原 市

浸
水

深
 （

ｍ
）

東
京

湾
平

均
海

面
（
T
.P

.)

浸
水

域
（
浸

水
深

を
着

色
）

津
波

の
水

位
（
標

高
）（

ｍ
）

海
岸

線

図
 １

図
2 

(m
) 

4 3 2 1 0 -1
 

-2
 

-3
 

5 
10

 
15

 
20

 
25

 
30

 
35

 
40

 

地
震

発
生

か
ら

の
経

過
時

間
 

水 位 

(分
) 

5 

津
波
に
よ
る
水
位
変
化
 

地 震 発 生 

第
一
波
到
達

時
間

 

初
期

水
位

+
2
0ｃ

ｍ

津
波
影

響
開

始
時
間

 

初
期
水

位
 

-
2
0ｃ

ｍ

最
大

波
到

達
時

間
 

0 

〔
留
意
事
項

〕

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
、
津
波
防
災
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
法
律
（

平
成
２

３
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
８
条
第
１
項
に
基

づ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
が
悪
条
件
下
に
お
い

て
発
生

し

た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水

域
）
と
水
深
（
浸
水
深

）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、
現
在
の
科
学
的
知

見
を
基
に
、
過
去
に
実

際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
津
波

か
ら
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、

こ
れ
よ
り
も
大
き
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性

が
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹

凸
や
建
築
物
の
影
響
の

ほ
か
、

地

震
に
よ
る
地
盤
変
動
や
構
造
物
の
変
状
等
に

関
す
る
計
算
条
件
と
の

差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で
も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、

浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き

く
な
っ

た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は

、
避
難
を
中
心
と
し
た

津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波

に
よ
る
災
害
や
被
害
の

発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意

下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
津
波
の
第
一
波
で
は

な
く
、
第
二
波
以
降
に

最
大
と

な

る
場
所
も
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河

川
内
や
湖
沼
内
の
水
位

変
化
を

図

示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ

り
、
実
際
に
は
水
位
が

変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想
定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど

、
条
件
が
異
な
る
場
合

に
は
、

こ
こ
で
表
し
た
時
間
よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
代
表
地
点
の
津
波
の
影
響
開
始
時
間
（
注
１

）
、
第
一
波
到
達
時
間

（
注
２
）

、

最
大
波
到
達
時
間
（
注
３
）
を
表
示
し
て
い

ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精
査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ

り
、
修
正
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

。

〔
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水
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波
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越
流
す

る
と
同
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に
、
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設
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機
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れ
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と
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位
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ま
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■
「
津
波
浸
水
想
定
」
は
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波
防
災
地
域
づ

く
り
に
関
す
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法
律
（
平
成
２

３
年
法
律
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１
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号
）
第
８
条
第
１
項
に
基

づ
い
て
設
定
す
る
も
の
で
、
津

波

防
災
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す

。
■

「
津
波
浸
水
想
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」
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
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が
悪
条
件
下
に
お
い
て
発
生

し

た
場
合
に
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さ
れ
る
浸
水
の
区
域
（
浸
水

域
）
と
水
深
（
浸
水
深
）
を
表

し

た
も
の
で
す

。

■
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、
現
在
の
科
学
的
知

見
を
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に
、
過
去
に
実
際
に
発

生

し
た
津
波
や
今
後
発
生
が
想
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さ
れ
る
津
波

か
ら
設
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し
た
も
の
で
あ
り
、

こ

れ
よ
り
も
大
き
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性

が
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま

せ
ん

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
局
所
的
な
地
面
の
凹

凸
や
建
築
物
の
影
響
の
ほ
か
、

地

震
に
よ
る
地
盤
変
動
や
構
造
物
の
変
状
等
に

関
す
る
計
算
条
件
と
の
差
異
に

よ

り
、
浸
水
域
外
で
も
浸
水
が
発
生
し
た
り
、

浸
水
深
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ

た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
の
浸
水
域
や
浸
水
深
は

、
避
難
を
中
心
と
し
た
津
波
防

災

対
策
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
津
波

に
よ
る
災
害
や
被
害
の
発
生
範

囲

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意

下
さ
い

。

■
浸
水
域
や
浸
水
深
は
、
津
波
の
第
一
波
で
は

な
く
、
第
二
波
以
降
に
最
大
と

な

る
場
所
も
あ
り
ま
す

。

■
「
津
波
浸
水
想
定
」
で
は
、
津
波
に
よ
る
河

川
内
や
湖
沼
内
の
水
位
変
化
を

図

示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
津
波
の
遡
上
等
に
よ

り
、
実
際
に
は
水
位
が
変
化
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

■
地
震
の
震
源
が
想
定
よ
り
陸
地
に
近
い
な
ど

、
条
件
が
異
な
る
場
合
に
は
、

こ
こ
で
表
し
た
時
間
よ
り
も
早
く
津
波
が
来
襲

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

。

■
代
表
地
点
の
津
波
の
影
響
開
始
時
間
（
注
１

）
、
第
一
波
到
達
時
間
（
注
２
）

、
最
大
波
到
達
時
間
（
注
３
）
を
表
示
し
て
い

ま
す

。

■
今
後
、
数
値
の
精
査
や
表
記
の
改
善
等
に
よ

り
、
修
正
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

。
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

磯松、脇元では (a) (b) (d) (e) (f) (g) の津波を、また折戸では (c) (e) (f) (g) の
津波を対象に、津波浸水シミュレーションを行っています。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F18 （大すべり右側）

　：（ｂ）F20 （大すべり隣接 LLRR）
　：（ｃ）F20 （大すべり隣接 LRLR）
　：（ｄ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　：（ｅ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　：（ｆ）日本海溝モデルケース①
　：（ｇ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位   ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　　  ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　　　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　 　：（ａ）F18 （大すべり右側）

　：（ｂ）F20 （大すべり隣接 LLRR）
　：（ｃ）F20 （大すべり隣接 LRLR）
　：（ｄ）F24 （大すべり隣接 LLLR）
　：（ｅ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　：（ｆ）日本海溝モデルケース①
　：（ｇ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
    が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位   ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
 津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）
  浸水域   ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　  ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

    から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
    る水位変化）の変化が生じるまでの時間
    （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　　　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。

〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　 　：（ａ）F20 （大すべり隣接 LRLR） 

　：（ｂ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　：（ｃ）日本海溝モデルケース①
　：（ｄ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
    が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位   ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域   ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　  ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

    から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
    る水位変化）の変化が生じるまでの時間
    （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　　　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間



0 500 1,000250
[m]

1:25000

津波の到達時間 

予測代表地点 

地名 

津波影響開始時間 

第一波到達時間 

最大波到達時間 

浸水深
 （ｍ）

東京湾平均海面（T.P.)

浸水域（浸水深を着色）

津波の水位
（標高）（ｍ）

海岸線

図 １

図2 

(m) 

4 

3 
2 

1 

0 

-1

-2

-3

5 10 15 20 25 30 35 40 

地震発生からの経過時間 

水
位 

(分) 

5 

津波による水位変化 

地
震
発
生 

第一波到達時間 

初期水位 
+20ｃｍ

津波影響開始時間 

初期水位 
-20ｃｍ

最大波到達時間 

0 

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平24情使、第334号）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平24情複、第335号）
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〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F20 （大すべり隣接 LRLR） 

　　：（ｂ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　　：（ｃ）日本海溝モデルケース①
　　：（ｄ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位    ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　   ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　 　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間

〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。
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青森県津軽沿岸における津波浸水予測図（中泊町 10/10～外ヶ浜町 1/6）
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〔留意事項〕

■ 「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３

年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波

防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

■ 「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生し

た場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表し

たものです。

■ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生

した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、こ

れよりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありま

せん。

■ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地

震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異によ

り、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった

りする場合があります。

■ 「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災

対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲

を決定するものではないことにご注意下さい。

■ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな

る場所もあります。

■ 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図

示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化する

ことがあります。

■ 地震の震源が想定より陸地に近いなど、条件が異なる場合には、こ

こで表した時間よりも早く津波が来襲する可能性があります。

■ 代表地点の津波の影響開始時間（注１）、第一波到達時間（注２）、

最大波到達時間（注３）を表示しています。

■ 今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。
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〔シミュレーションの条件〕
 （１）想定津波　　　：（ａ）F17 （大すべり左側）

　　：（ｂ）F17 （大すべり隣接 LRR）
　　：（ｃ）F20 （大すべり隣接 LRLR）
　　：（ｄ）F20 （大すべり隣接 LRRR）
　　：（ｅ）H24 青森県太平洋側想定地震津波
　　：（ｆ）H24 青森県日本海側想定地震津波
　　：（ｇ）日本海溝モデルケース①
　　：（ｈ）日本海溝モデルケース②

 （２）構造物条件　　：河川堤防、海岸堤防、防潮堤、水門、防波堤などの施設を津波
   が越流すると同時に、施設の機能が失われると想定

 （３）潮位    ：朔望平均満潮位

※浸水域、浸水深、津波の水位（図１）
津波の水位  ：海岸線における津波の最大高さ（標高）

  浸水域     ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
  浸水深　   ：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来たときの地表から水面までの高さ
※注１　津波影響開始時間（図２）
  津波影響開始時間　　：海域を伝播してきた津波により、代表地点において初期水位

  から±20ｃｍ（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのあ
  る水位変化）の変化が生じるまでの時間
  （対象津波のうち、最も早いものを記載）

※注２　第一波到達時間（図２）
  第一波到達時間　  ：代表地点において第一波の最大到達高さが生じるまでの時間
※注３　最大波到達時間（図２）
　最大波到達時間　 　：代表地点において津波の最大到達高さが生じるまでの時間
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